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第36期前期・青年女性労働学校
日時 ７月６日（土）10：00～15：30
会場 自治労会館
内容 ・講演『はたらくものの力で政治を変えよう!』
 　講師：松上　隆明（「月刊労働組合」編集長）
 ・分科会

日
立
市
職
が
３
年
ぶ
り
に
優
勝

立
が
逆
転
し
ま
し
た
。

日
立
市
職
は
六
回
２
点
、

七
回
に
も
１
点
を
追
加
し
大

き
く
リ
ー
ド
。
守
っ
て
は
三

回
か
ら
交
代
し
た
岡
崎
投
手

が
大
洗
町
職
の
追
撃
を
許
さ

ず
、
５
対
１
で
３
年
ぶ
り
に

県
大
会
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。最

高
殊
勲
選
手
は
、
日
立

市
職
の
小
林
徳
磨
選
手
、
敢

闘
賞
は
大
洗
町
職
の
庄
司
大

樹
選
手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
立
市
職
は
８
月
７
日
か

ら
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る
関

東
甲
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

日
立
市
職
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

決
勝
戦
は
、
二
年
連
続
出

場
の
大
洗
町
職
と
３
年
ぶ
り

に
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
た
日

立
市
職
が
対
戦
し
ま
し
た
。

大
洗
・
岩
間
、
日
立
・
増

尾
両
投
手
の
投
げ
合
い
で
始

ま
り
、
先
行
し
た
の
は
大
洗

町
職
。
三
回
表
、
ツ
ー
ア
ウ

ト
か
ら
大
洗
・
清
宮
選
手
が

セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
の
あ
と

盗
塁
に
成
功
。
続
く
清
水
選

手
も
セ
ン
タ
ー
前
へ
は
じ

き
、
先
取
点
を
あ
げ
ま
し

た
。三

回
裏
、
追
う
日
立
市
職

の
攻
撃
は
、
ワ
ン
ア
ウ
ト

後
、
二
番
・
高
畠
選
手
が

デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
で
出
塁
し
た

あ
と
、
三
番
・
皆
川
選
手
が

セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
、
大
洗

の
守
備
の
乱
れ
な
ど
で
、
日

自治労スポーツ大会
野球大会

大
洗
町
職
は
一
歩
及
ば
ず

自治労野球大会県大会で優勝した日立市職チーム

　
全
日
本
自
治
体
職
員
等
ス
ポ
ー
ツ
大
会
野
球
大
会
の
県
大
会
一
回
戦
・
二
回
戦
が
６

月
４
日
に
水
戸
市
総
合
運
動
公
園
軟
式
球
場
で
、
６
月
８
日
に
は
決
勝
戦
が
ひ
た
ち
な

か
市
総
合
運
動
公
園
市
民
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
試
合
は
、
県
内
各
地
の
ブ
ロ
ッ
ク

予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
６
チ
ー
ム
と
前
年
度
優
勝
の
大
洗
町
職
が
参
加
す
る
中
で
熱
戦
が

展
開
さ
れ
、
日
立
市
職
が
３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。決勝戦
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人間らしい働き方をめざそう

日　　時 ６月29日（土）
 ＡＭ10：00～ＰＭ５：30
 ６月30日（日）朝解散

場　　所 自治労会館
 （水戸市桜川２－３－30）

内　　容 ◇第１講座：「労働基準法と労働時間を学ぶ」
 ◇第２講座：「時間外労働上限規制・公務における36協定

を学ぶ」
 　　　　　　※講師：松岡二郎さん（明治大学法学部講師）
 ◇単組の取り組み報告
 ◇グループ討論
 　　　　　　「職場の時間外労働・休日労働を考える」
　 ◇交流会

～ 県本部第３回ユニオンセミナー ～
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喝
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喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

原
発
の
再
稼
働
阻
止
な
ど
の

運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。冒

頭
、
鈴
木
代
表
が
あ
い

茨
城
平
和
擁
護
県
民
会
議

は
５
月
　
日
、
水
戸
市
内
で

31

第
　
回
定
期
大
会
を
開
き
、

39
憲
法
改
悪
阻
止
、
東
海
第
２

軍
事
拡
大
・
原
発
再
稼
働
　
！
NO

ほ
ぼ
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
安
倍
総
理
の
次
の
手
は

参
院
選
で
３
分
の
２
を
確
保

す
る
こ
と
。
そ
れ
を
阻
止
す

れ
ば
安
倍
総
理
の
９
条
改
憲

の
夢
は
破
れ
、
彼
は
引
責
辞

任
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
参

院
選
に
勝
利
し
、
安
倍
政
権

を
崩
壊
に
追
い
込
み
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
『
勝
つ
こ
と
と

は
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

だ
』
を
合
言
葉
に
、
座
り
込

み
、
抗
議
行
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
安
倍
政
権
を
打
倒

し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
国
を
変

え
る
の
は
私
た
ち
で
す
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
高
田
健
さ
ん
が

「
今
国
会
で
の
改
憲
発
議
は

安
倍
政
権
の
暴
走
止
め
よ
う

国
会
包
囲
行
動
に
５
０
０
０
人

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

と
訴
え
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
脱
原
発
、
護

憲
、
反
基
地
、
人
権
擁
護
な

ど
の
活
動
を
職
場
・
地
域
で

強
化
し
て
い
く
こ
と
な
ど
の
２

０
１
９
年
度
活
動
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
鈴
木
博

久
・
元
県
本
部
委
員
長
が
共

同
代
表
、
副
代
表
に
君
和
田

書
記
長
、
幹
事
に
宮
田
組
織

部
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

立
て
は
技
術
的
に
も
不
可

能
。
建
設
を
止
め
て
土
砂
投

入
を
中
止
す
べ
き
」
と
訴
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
海
第

二
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
も

触
れ
、「
安
全
対
策
に
大
変

な
経
費
が
か
か
る
。
資
金
調

達
が
で
き
な
い
の
に
、
私
た

ち
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い

る
東
京
電
力
な
ど
に
債
務
保

証
を
求
め
て
い
る
。
再
稼
働

は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
」

さ
つ
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

武
器
大
量
購
入
は
防
衛
費
増

大
と
専
守
防
衛
の
枠
を
越
え

て
い
る
と
強
く
批
判
す
る
と

と
も
に
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
は
「
岩
盤
が
弱
く
、
埋
め

「
県
民
が
基
地
反
対
と
い
う

確
か
な
意
思
が
表
明
さ
れ
な

が
ら
も
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

も
耳
を
傾
け
ず
、
誠
意
も
示

し
た
政
権
で
は
な
い
。
こ
ん

な
暴
挙
を
許
す
こ
と
は
、
こ

の
国
の
民
主
主
義
を
破
壊
・

破
滅
す
る
道
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
」
と
述
べ
ま
し
た
。

沖
縄
の
安
次
富
浩
さ
ん
は

示
さ
れ
、
本
土
の
た
た
か
い

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄

の
民
意
が
尊
重
さ
れ
な
い
な

ら
、
日
本
に
民
主
主
義
は
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
沖
縄

の
米
軍
基
地
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
で
、
日
本
に
本
当
の

平
和
と
民
主
主
義
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
は

「
止
め
よ
う
辺
野
古
新
基

地
建
設
・
９
条
改
憲
・
安
倍

政
権
の
暴
走
を
！
国
会
包
囲

行
動
」
が
５
月
　
日
、
開
か

25

れ
全
国
か
ら
約
５
０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
主
催
者
の
野

平
晋
作
さ
ん
が
、「
２
月
の

沖
縄
県
民
投
票
で
、
新
基
地

建
設
反
対
の
意
思
が
明
確
に

平和擁護県民会議大会であいさつする鈴木代表

5000人が参加した国会包囲行動

茨
城
平
和
擁
護
県
民
会
議
が
大
会

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
す
す
め

斎
　
藤
　
貴
　
男

「
安
心
」
崩
れ
た
公
的
年
金

難
に
な
っ
た
。
少
子
化
や
非

正
規
雇
用
の
拡
大
が
あ
る
た

め
で
、
ま
た
退
職
金
の
水
準

も
低
下
し
つ
つ
あ
る
。

と
な
る
と
年
金
収
入
し
か

な
い
高
齢
夫
婦
（
夫
　
歳
以

65

上
、
妻
　
歳
以
上
）
は
、
月

60

平
均
で
５
万
円
の
赤
字
が
必

定
。
現
状
で
も
こ
の
先
　
年
20

で
約
１
３
０
０
万
円
、
　
年
30

な
ら
約
２
０
０
０
万
円
の
蓄

え
が
欠
か
せ
な
い
計
算
だ
。

時
代
」
の
悲
惨
な
実
相
を
、

他
な
ら
ぬ
政
府
自
身
が
白
状

し
た
。

金
融
審
議
会
（
首
相
の
諮

問
機
関
）
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
５
月
に
ま
と
め
た

「
高
齢
社
会
に
お
け
る
資
産

形
成
・
管
理
」
報
告
書（
案
）

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
均
寿

命
が
延
び
る
一
方
で
、
政
府

は
年
金
支
給
額
の
維
持
が
困

退
職
金
と
年
金
給
付
を

ベ
ー
ス
に
し
た
老
後
生
活

は
、
も
は
や
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
個
々
人
が
、
早
く
か
ら

将
来
に
備
え
た
「
自
助
」
を

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
―
―
。

図
ら
ず
も
と
い
う
か
、
あ

え
て
と
い
う
の
か
。
政
府
が

バ
ラ
色
の
未
来
と
し
て
喧
伝

し
て
き
た
「
人
生
１
０
０
年

だ
か
ら
若
い
頃
か
ら
蓄
財

に
励
め
、
と
い
う
。
税
制
面

の
優
遇
が
あ
る
「
つ
み
た
て

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
や
、
個
人
型
確

定
拠
出
年
金「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
」

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

政
府
は
か
ね
て
、
公
的
年

金
は
「
安
心
」
だ
と
Ｐ
Ｒ
し

て
き
た
。
た
び
重
な
る
消
費

税
増
税
も
、
年
金
制
度
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
保
障
の
充

実
と
安
定
化
が
謳
わ
れ
続
け

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て

嘘
で
し
た
と
、
今
回
の
報
告

書
は
暴
露
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
な
る
。

政
府
に
対
す
る
批
判
が
高

ま
っ
た
の
は
当
然
だ
。
夕
刊

紙
『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』
に

載
っ
た
金
融
庁
の
「
お
金
を

預
け
ら
れ
な
い
人
は
対
象

外
」
「
公
的
年
金
を
ど
う
す

る
か
は
社
会
政
策
。
所
管
の

官
庁
が
ど
う
す
る
か
の
問

題
」
な
ど
と
い
う
、
ま
る
で

他
人
事
の
コ
メ
ン
ト
も
、
炎

上
を
煽
っ
た
。

も
っ
と
も
、
実
際
、
問
題

の
報
告
書
は
あ
く
ま
で
金
融

ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
指
針
で

し
か
な
い
。
悪
い
の
は
金
融

庁
で
は
な
く
、
国
民
を
欺
く

こ
と
し
か
し
な
い
歴
代
政
権

と
、
そ
ん
な
も
の
を
支
持
し

続
け
て
や
ま
な
い
、
私
た
ち

自
身
の
愚
か
さ
で
あ
る
。

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

知ってほしい、組合用語！

ワーク・ライフ・バランス

仕事をしながら充実した私生活・生き方の実
現をめざす考え方。米国では80年代後半以降、
企業で仕事と私生活との両立を支援する取り組
みが行われ、社員の満足度と業績がともに上
がったことが示された。育児休業を中心とし、
女性だけを対象にした両立支援策では、男性の
働き方を変えることは困難であるため、男性の
働き方も含めて生活の質の向上をめざす必要が
ある。


